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鯉淵学園　教育研究報告（略称：鯉淵研報）第３5号

　7年の休刊後に教育研究報告第 30号を再発行してからこの第 35号まで計 6冊を無事に毎年発行すること

ができた。「教育研究報告第 35号」には，総説：1報，報文：1報，事例報告：2報，解説：3報，随想：1

報の計 8報を掲載できた。これは再発行後の最多掲載数であり，本校教職員が研究・教育活動へ積極的に取

り組んでいる証左であると言える。また，筆者も前号の編集後記にて予告していた通り，本誌のこれまでの

歴史，特に編集委員の活動を中心に振り返った「『鯉渕学報』の創刊 そして『鯉淵研報』へ」を掲載した。

その中で，本誌は鯉渕学園同窓会が中心となって創刊されたこと，その後に本校が引き継ぐ形で編集委員会

が設置されたこと，そして多くの諸先輩方が編集委員として様々な困難に直面しながらも発行を継続してき

たことなどについて振り返ることができた。これからの鯉淵研報の発行には，次世代の先生方が携わること

になると思うが，これまで諸先輩方が築き上げきた歴史を絶やすことなく，記念号となる第 50号の発行，

そして創刊 100周年を目指して欲しいと思う。

　筆者は，編集委員長として二期（6年間）の任期を無事務め上げることができた。編集委員として共に編

集作業に携わって頂いた高田先生，前嶋先生，浅津先生，平澤先生，長谷川陽子先生，勝山先生のご尽力な

しには成し遂げられなかったと思う。ここに心から感謝申し上げる。そして本校の更なる教育・研究活動の

発展を目指し，教職員各位には鯉淵研報への積極的な投稿を頂くなど引き続きご協力をお願いしたい。

 （第九代編集委員長　野口　貴彦）
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